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の頬側および舌側歯肉部を次に示す 4 種類の異なる方法により形成して， 4 個の研究用義歯を完
成した。
形成法 1 :通法により，いわゆる解剖学的形態に形成する方法(乙の方法による義歯を D-l
とする)
形成法 n :基礎義歯の頬側および舌側歯肉部にソフトワックスをもり，被験者 l乙顎開閉， r照下
など 8 種類の運動を強く行なわせて形成する方法 (D-2)
形成法 ill: 同じく，被験者に 8 種類の運動を中等度に行なわせて形成する方法 (D-3)
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形成法N: 同じく，被験者に 8 種類の運動を軽く行なわせて形成する方法 (D-4)
この 4 種類の研究用義歯の正中部および両側臼歯部に，測定点 (1 ， M, Mうとして径 lmm
の鉛の小球 3 個を埋入し，顎開閉運動時および食品阻瞬時のX線映画を撮影した。この映画像よ
り，下顎安静時における 1 ， M , M' を基準として， 各機能時点におけるそれらの変位をフイ Jレ
ム解析装置にて測定した。
この結果にもとづき，義歯の移動として，脱離，前方移動，後方移動，ねじれとして，ローテ
ーション， ピッチング，ローリングの 6 種類の動揺形式に分類し，各々に対して定めた動揺度を
求め，さらに，乙れらの動揺度をもとにして義歯の安定性を検討した。
その結果について傾向をまとめると次の様になる。まず，顎開閉運動時の義歯の安定性につい
てみると，中心校合位からM開口位を経て万関口位に至る時期においては， D-l , D-2 で移
動はみられず，わずかに軽度ないしは中等度のねじれがみられるのみであった。しかし， D-3 , 
D-4 では，ほとんど動揺がみられず安定していた。次に，%関口位から最大関口位を経て%閉
口位に至る時期においては， D-l , D一 2 ， D-4 で多種多様の動揺がみられ，特にD-4 で
強度の動揺を示した。 しかしながら， D-3 では， ほとんど動揺がみられず安定していた。次
に，食品阻瞬時の義歯の安定性についてみると，唆合時においては，いずれの義歯にも移動はみ
られなかったが， D-l , D-2 , D-4 で軽度ないしは中等度のねじれがみられた。しかし，
D-3 では，ほとんど動揺がなく良好な安定性を示した。また，関口時においては， D-l , D-
4 で移動，ねじれともに多種多様の傾向がみられ，特に D-4 で強度の動揺を示した。また， D






以上を総括すると， X線映画法による分析結果および阻碍値の測定結果より， 4 種の歯肉部形
成法のうち，ソフトワックスで被験者に中等度の強さで顎開閉，鴨下などの運動を行なわせて形
成した歯肉部形態を有する下顎総義歯が，最も良好な安定性を示し，また阻鳴能力においても優
れていた。これは，補綴臨床において難問とされている偏平無歯顎患者における下顎総義歯の歯
肉部形成法に対し，一つの示唆を与え得たものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は，下顎総義歯の安定性を研究したものであるが，従来ほとんど研究が行なわれなかっ
た歯肉部形態と義歯の安定性との相互関係について重要な知見を得たものとして価値ある業績で
あると認める。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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